
① 国際協働を先導的に推進

② 地理空間情報の国際標準化

３．技術力を活かした国際貢献の推進

◆先進各国の国際協力に係る施策、技術動向調査及び開発途上国へのニーズ調査等を実施

◆地球地図国際運営委員会(ISCGM)の事務局として、地球地図第１版の利活用及び地球地図
第２版の整備を積極的に推進するため、地球地図ワークショップを開催

◆アジア太平洋地域における地殻変動監視プロジェクトの推進
◆自然災害発生時に干渉SARを利用した現況把握・分析を行う
とともに、国際貢献活動支援のため必要な地域等については

人工衛星画像による地理空間情報の整備を検討

◆国連地名標準化会議(UNCSGN)における地名標準化活動、地理空間情報に係るISOの
国際規格策定等国際的なルールづくりへ積極的に参画

◆国際VLBI事業(IVS)、国際地球回転・基準系事業(IERS)、及び国際GNSS事業(IGS)へ積
極的に参画

国際標準規格
（ISO19***シリーズ）

国内標準規格
（JISX71**シリーズ）

実用標準
地理情報標準プロファイル（JPGIS）

地理空間情報の標準化

GPS連続観測網

（Web等を通じた
情報の共有・公開）

PCGIAP
アジア太平洋GIS基盤常置委員会

（各国の国家測量機関）

（調整・協働）

（観測網の維持・管理）

（統合解析）

防災担当機関
（相手国の測量機関）

地域防災へ利用

国土地理院

（観測データの集約）

地殻変動情報

地球地図フォーラム2008

地球地図／土地被覆データ地球地図／土地被覆データ

地球自転軸方向

国際的な事業への参画

つくば局：32mアンテナ 地球の重心

GPS観測局

国際VLBI事業

国際GNSS事業

・国際地球基準座標系（ITRF）の決定に
貢献
・地球回転の精密測定に貢献

国際地球回転・基準系事業

IGSつくば局電子基準点

赤道

VLBI観測局


